時に、社寺林の役割を目の当たりにし、今後、社寺林が、ため池同様、数や面積が減らされなければいいなと思いました。

　　　○岸和田市は大天災の被災も少なく、太平洋戦争の被害も軽微で、特に空襲を免れたことで歴史的な建造物や鎮守の森を残すことが出来た。稀有な事であり有難い事である。これからはこの貴重な歴史と自然をどのような形で後世に残すかを考えねばならない。

　　○社寺林の中は人にとって周囲の喧騒を忘れ、清清しい気持ちになれる場所であり、鳥などの生き物にとっても生活の場にもなっていました。街中のまとまった自然は、人にとっても動植物にとっても重要な場所であることが再認識できました。今後はこのような自然を後世に残していくことが、私たちの責務だと思います。
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　１．久米田池（H23年11月）
　（1）概要

　　　　大阪府下最大の面積（45.6ha）のため池で、周囲2.6kmある。

　　　築造は奈良時代、聖武天皇の命を受けた行基が14年の歳月をかけ、西暦738年に完成している。

　　　現在は農業用水として使用されているほか、養魚も行われていて、絶滅危惧種のカワチブナの養殖も行

なわれている。平成22年に農林水産省のため池百選に選定されている。現在ボランティアの「久米田

池を守る会」が美化活動を行っている。又、久米田池は「鳥の国際空港」とも呼ばれ、年間100種以

上の鳥類が確認されている。池畔は桜の名所になっているし、池の周囲は遊歩道になっているので沢山

の市民が毎日散策を楽しんでいる。



　 （2）観察コメント

　　　○人と、野鳥などの水辺に生息する生き物が共に豊かに暮らせる環境を、人が作り出し今も守られている事は、とても興味深く、自然と共生しているからこそ、人にとっても気持ちの良い空間が広がっているように思えました。農業用水のため池として、市民の憩いの場として、また野鳥や水辺の生き物の生息する場として、このまま100年後も豊かに水を湛え、多くの野鳥が集う久米田池の姿が見られる様、周辺地域の自然も併せて大切に守っていけるような暮らしをしていきたいと思いました。

２．久米田寺（H23年11月）
　（1）概要

　　　　高野山真言宗の寺院で山号は龍臥山（りゅうがさん）、院号は隆池院、本尊は釈迦如来です。

　　　この寺は行基が久米田池を維持管理するため、天平10年（738年）に創建した。

　　　後に幾度か戦乱に巻き込まれて焼失を繰り返し、江戸時代中期に復興されて現在に至っているそうだが

その歴史を調べてみるのも面白い。





（2）観察コメント

○広い境内にゆったりと楠木や松の大木がそそり立ち、モチの木が多く、全体にすっきりと剪定されている景観はお見事。
　　　○境内には、クスノキの巨木や、きれいに手入れされた庭園もあり、お堂の前に広がる庭園の緑は美しく、校倉造の宝蔵や、雨水を溜める瓶など、ここにも人と自然の共生があった。

　　○岸和田一の古刹で、寺域も広く本堂や多宝塔の外に５つの塔頭があり岸和田有数のお寺です。植物も

多く特にソメイヨシノや枝垂れ桜は有名で代表的なお花見名所の一つです。
３．久米田公園と古墳群（光明塚古墳・貝吹山古墳・無名塚古墳・風吹山古墳・女郎塚古墳）（H23年11月）

　（1）概要

　　　久米田公園は標高35～40mの久米田丘陵に存在しますが、久米田寺に隣接しています。この公園に古

墳時代、和泉地域で力を持っていた首長の墓が造られ、現在古墳群となって点在しています。

　（a）光明塚古墳

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

（b）貝吹山古墳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（c）無名塚古墳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　（d）風吹山古墳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（e）女郎塚古墳


　（2）観察コメント

　　　○風吹山古墳のてっぺんに登って周囲を見渡すと、岸和田市の丁度中間地点辺りの街の風景が眺められました。この辺りは、落ち着いた寺社町の佇まいが見られ、久米田池や久米田寺、古墳群のある公園の、水辺や木々の緑が、豊かに生活空間に溶け合っているようで、岸和田市の素晴らしい一面を知ることができました。
　　　　ガールスカウトでも、ぜひ一度訪れたい地域だと思いました。

　　　○池尻町周辺では人の手が入っているものの、ため池や庭園、古墳など多くの自然を見る事が出来ました。また、お参りや散歩をする人、公園で遊ぶ保育園児など沢山の人々にも出会いました。自然が多い池で生き物を多く見かけたのと同じで、人も自然の中で生きていると心地よいようです。

　　　　今回の調査で、人間は、今も昔も自然と共に生き、自然と共生しているのだと分かりました。
　（3）提案

　　○これだけ立派な観光スポットなのに、説明文や案内看板がほとんど見当たりません。これでは市民に

対しても外部から来た観光客に対しても至極不親切だと思います。小中学生に対する教育的見地から
も説明が不十分であり改善を望みます。これだけの観光資源はそう有るものではありません。岸和田
市のホームページや市の広報誌で大いに宣伝すれば岸和田観光の一つの目玉になるのではないでし
ょうか。駅から歩いて行ける近さも大きなメリットだと思います。




















































































































































































































































































































































































































































D.池尻町　


見取り図





　





●久米田公園
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池尻町





◆女郎塚古墳





◆無名塚古墳





◆貝吹山古墳





◆光明塚古墳
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久米田中学校





至　JR 久米田駅





◆風吹山古墳





卍久米田寺
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◆久米田池
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水の抜かれた久米田池　　大変きれいです





餌はいるのかなあ？　サギたち
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久米田寺





金剛力士像前で





クロガネモチ
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久米田寺の境内の北端にあり、円墳である。


昭和17年当時は“光明皇后塚”と呼ばれていたが、光明皇后は聖武天皇と並んで、奈良市法蓮町字多聞山にある“佐保山東陵”へ葬られており、本古墳は皇室の陵ではないため、


現在の名称は光明塚古墳と呼ばれている。


一部の伝説では、光明皇后の御爪、御遺髪を葬った塚と伝えられている。























�





行基が開基したとの伝承がある久米田寺のすぐ隣に位置する。その事により貝吹山古墳には久米田寺との縁が深い橘諸兄の墓ではないかという古くからの伝承があり、諸兄塚古墳とも呼ばれている。
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無名塚古墳は掘削調査が行われ


二段築造直径約26mの円墳として復元されている。


そして埴輪のレプリカが設置さ


れている。
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久米田古墳群のうち、第2位の規模を誇る風吹山古墳は直径約59m


高さ6.4mの帆立貝形古墳で墳丘は二段築成で茸石、埴輪列が検出されている。


右の写真は古墳から見下ろす市街地と久米田墓地
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�





女郎塚古墳は久米田中学校の敷地内に所在する。


直径は約28mの円墳で、平成13年の発掘調査で墳丘には


円筒埴輪列が並べていたことが確認され、周濠も検出された。





�





－16－

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































